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第４号様式（第８条関係） 

 

議 事 録 

会議名 平成２８年度第２回さむかわ男女共同参画プラン推進協議会 

開催日時 平成２８年９月９日（金）午前１０時００分～午前１１時３０分 

開催場所 寒川町役場東分庁舎第２会議室 

出席者名、欠

席者名及び

傍聴者数 

＜推進協議会＞ 

出席委員：三澤会長、橋本副会長、大関委員、松谷委員、小島委員

、山本委員、野田委員、加藤委員、中島委員、伊與田委

員、原委員 

欠席委員：松谷委員、中村委員、及川委員 

＜事務局＞中島町民部長、芹澤協働文化推進課長、木下協働文化推

進課主査、山本協働文化推進課主任主事 

＜傍聴者＞ 2名 

議 題 
１ 第 3 次さむかわ男女共同参画プラン平成 27 年度事業実績評価及び 5

年間の評価のまとめについて 

決定事項 

 

○今回の会議録承認委員に原委員、大関委員を指名。 

 

公開又は非

公開の別 
 公 開 

非公開の場合その

理由（一部非公開の

場合を含む） 

 

 

議事の経過 

１ 開会 

   芹澤協働文化推進課長 

 

２ あいさつ 

   中島町民部長 

 

３ 議事録承認委員の指名 

   今回の承認委員に原委員、大関委員を指名。 

 

４ 議題 

（１）第 3次さむかわ男女共同参画プラン平成 27 年度事業実績の評価

について及び 5年間の評価のまとめについて 

 

山本主任主事  会議資料の確認。次第、資料番号 1（委員の個別の記入

用紙に皆様のご意見が網羅されたもの）、資料 2（事務局提案、

基本目標ごとに 4枚の両面印刷されたもの）、机上配付資料は、

参考資料 A3 の用紙、さむかわ男女共同参画プラン平成 27 年度

事業実績及び 5年間の総評、2市 1町講演会チラシ「介護は突

然やってくる」。 

     「第 3次さむかわ男女共同参画プラン」平成 27 年度事業実績 

評価及び 5年間のまとめについてご説明。 

     ご提出いただいた個別事業の意見用紙を事務局で基本目標ご
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とにまとめ、個々に対するものと、事業の総評的なものに分け、

事前に送付し、お目通しをお願いしているが、ご自分以外のご

意見等も見ていただくことで、さまざまな視点からご審議いた

だき、評価をまとめ上げていただきたい。 

この会議で総評としてまとめたものは、後日、町民へ公表す

る。前回の配布資料、平成 26 年度の事業実績報告には、各事業

ごとに担当課が評価したものはそのまま載せ、委員からいただ

いた個々の事業に対する意見は、各事業の右端に掲載し、基本

目標ごとに最後に総評をまとめる形とっている。 

     参考までに、前回、会議資料としてお配りした、昨年度の状 

況をまとめた平成26年度の事業実績報告を開いていただきます 

と、各事業ごとに担当課が評価したものはそのまま載せ、委員 

さんからいただいた個々の事業に対する意見は各事業の右端に 

掲載している。 

第3次さむかわ男女共同参画プラン平成27年度事業実績評価 

及び 5年間の総評（案）をごらんください。平成 27 年度は第 3 

次さむかわ男女共同参画プランの最終年度であることから、5 

年間の評価についても、担当課に各事業に対する評価とその理 

由を記載していただいている。 

委員の皆様からのご意見をいただいて、ちょっと濃くなって 

いる部分が、まず 5年間分の事業の部分、例年どおり基本目標 

Ⅰについての総評を、27 年度の評価と 5年間分の評価、それぞ 

れを記載させていただき、公表する形にしたい。昨年度の形式 

に加え、5年間の評価をまとめていくことでよろしいかを、ご検 

討いただきたいので、会長、お願いします。 

三澤会長   評価をまとめるに当たり、この形で通常どおりだと、この協 

議会の評価が入りますが、第 3次の 5年間の総評をここの黒い

ところに入れていく形で進めたいという事務局からの提案で

す。別途、別の紙に 5年間の評価をまとめる方法もあると思う

が、皆さん、どうでしょうか。この書式で、5年間も加え、総評

を意見として出していく形でよろしいか。 

（「はい」の声あり） 

三澤会長 それでは、27 年度分の評価は、さかのぼった 5年間の評価を 

加える形でまとめて、公表していくこととする。 

山本主任主事 事務局案のとおり平成 27 年度分に 5年間を加えた形で 

事業実績評価報告を作成する。 

前回の会議資料の訂正がございます。第 3次さむかわ男女共 

同参画プラン平成 27 年度事業報告及び 5年間の評価で、資料 2 

をお持ちでしたら、2ページ目をごらんください。事業番号 1、 

管理職への女性の登用の推進の 27 年度の実績値について、総務 

課から 14％で実績報告を受けておりましたが、端数調整に誤り 

があり、正しくは 13％になるとの訂正がございました。 

     評価のまとめについて、事前送付した資料の事務局提案は委 

員の皆様からいただいた意見を事務局で総評として取りまとめ 

たもの。これをたたき台にして、皆様から肉づけ、削除、修正 

等をしていただき、まとめ上げていただければと思う。 

     基本目標ごとに委員の皆様から意見をいただいた。個々の事 
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業に具体的な提案をいただいたもの、総評的なものもあった。 

共通した部分を中心に総評として取りまとめをし、事務局案と 

させていただいた。あくまでもたたき台として作成したものな 

ので、皆様のご意見で、出された意見を全て記載するほうがよ 

いのであれば、そうしていただいても構わない。 

     また、個々の事業に対する意見で、重複した内容がある場合 

はある程度まとめてしまってよろしいかどうかについて、あわ 

せてご検討いただければと思う。 

三澤会長 今、提案がありました事務局案として、資料 2は私たちが提 

出した意見をまとめて、事務局案をたたき台として出してくれ 

ているものです。それについて、もう少し肉づけをしたりとか、 

この文言はちょっと削除したほうがいいんじゃないかというと 

ころでやるパターンと、例えばですけども、皆様からいただい 

た 5年間の総評のところをぽんと全部出す方法もありますが、 

どのようにしたらよいかという意見をまずはお伺いしたい。挙 

手にてお願いします。 

協働文化推進課長 資料 1では、委員の皆様からいただきましたご意見 

を全て載せさせていただいている。平成 27 年度の事業実績、そ 

れから第 3次の 5年間の個々の事業に対するご意見や、総評的 

なご意見もございましたので、各事業に対するご意見、それか 

ら総評的なご意見というのを、27 年度分だけの部分、5年間の 

部分という形で事務局で取りまとめたものが資料 1となる。 

     これに基づき、委員の皆様には基本目標ごとに 27 年度の総評 

をまとめていただく、また、第 3次でございます 5年間の総評 

もここでまとめていただくという形になる。まとめていただく 

総評の案を資料 2で事務局のほうがこちらの皆様のご意見の中 

から、意見の重複しているものですとか、多かったご意見を中 

心にたたき台としてまとめた。このように、幾つかのご意見か 

ら要素をピックアップしたものを総評としてまとめ上げていた 

だく方法もございますし、逆に、皆様からいただいた意見はそ 

のまま総評として載せるべきではないかというご意見もあるか 

と思うので、委員の皆様のほうに、どういう形で総評として報 

告書にまとめて上げていくかということをご意見いただきまし 

て、どちらの形をとったほうがよろしいかというところをお聞 

かせいただければと思う。 

三澤会長 ご理解いただけましたでしょうか。 

大関委員 事務局は報告書書式の範囲内に掲載したいから、意見をピッ 

クアップして載せたいということですよね。できるだけそっち 

のほうに進めていただけませんかということですよね。 

協働文化推進課長 はい、そうですね。それで、今までの 4年間もそう 

いう形で載せさせていただいたので、できれば皆様のご意見を 

まとめた文章を総評という形でまとめ上げていただいて、載せ 

させていただければと考えている。そういうご提案をすればよ 

かったんですが、申しわけありません。 

大関委員 要するに、そういうふうにまとめて載せていいか悪いかを判 

断してくださいということですよね。 

協働文化推進課長 はい。よろしくお願いいたします。 
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三澤会長 山本委員、どうぞ。 

山本委員 この資料 2事務局案を見させていただいたが、まとめ過ぎて、 

主語がなかったり、意味が伝わらない。十分その内容が伝わっ 

ていない感じがする。文章もつなげようとし過ぎてしまい、結 

局何が言いたいのかわからないといった形になってしまってい 

る、そんな印象を受けた。 

     資料 2の最初、例えば基本目標Ⅰ、あらゆる分野での男女共 

同参画の推進、平成 27 年度評価の一番最初の丸ですけど、いき 

なり、優秀な人材を確保するための採用方法みたいな形で始ま 

っているので、これは、こっちの個別の意見を見れば、この町 

の女性職員の管理職登用の件のことなのかなと思うんですけ 

ど、この評価だけだと、ちょっとよくわからなかったりするの 

で、総評で書く場合はもう少し具体的に書いていかないとわか 

らないのではないか。 

三澤会長 ありがとうございます。小島委員。 

小島委員 山本委員の意見と大体同じですけど、やっぱりちょっとわか 

りにくいのと、せっかく評価の中に、ある意味ここの、採用方 

法の検討というふうに一口で言っちゃうと、どういうのが検討 

なのかというか、何かわからない。そうすると、この意見の中 

には具体的に、例えば、中途採用の問題とか、いろいろそうい 

う方法なんかも入っているわけですよね。ここには書いていな 

いけど、例えばクオータ制の問題なんかもあるし、そういうこ 

とだとやっぱり具体的に、あるいはどういう提案がされたかと 

いうことが反映されないとほんとにわかりにくい感じですよ 

ね。ですから、確かに量的なものもあるかもしれないけれども、 

そういうある意味具体的に提案された部分については入れ込ん 

だほうがいいと思う。 

三澤会長 ありがとうございます。中島委員。 

中島委員 とても簡潔過ぎてしまって、私たちはやっているので、何の 

ことかというのがわかると思いますが、全く初めて見た方が、 

この評価を見て、この協議会の中でこれだけたくさんいろんな 

意見が出ているのに、あまりにも簡潔過ぎてしまって、内容が 

どうなんだろう。協議会でせっかく皆さんの意見がこれだけた 

くさん、細かく具体的に出ているところが、何かあらわれてこ 

ないかなというので、少し残念な感じがするので、もう少し皆 

さんから出た意見を具体的にした文章で出したほうがいいかな 

と思う。 

三澤会長  ほかにご意見ございますか。皆様から意見を頂戴しまして、 

私も同感で、これはちょっと、初めて見られる方が難しい、何

を伝えたいのかわかりづらいかなと感じた。ただ、本来であれ

ばなのかもしれませんが、会長である私がたたき台をつくり、

それで、この場でたたいてもらってとなるが、これはあくまで

も事務局が案として出してくださったものですので、ここを膨

らませてもいいし、こちらの皆様から出た意見をつなげるでも

いいし、ボリュームの問題もありますから、ちょっと重複して

いる部分もあるので、もう少し膨らせたいと思う。 

ここで一からやっているとお泊まりセットが必要になっちゃ
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うかもしれないので、案として出していただいているので、ど

うしましょうか。もうちょっと膨らませる、もしくはこのまま、

例えば 27 年度の評価についてはともかく、5年間の評価につい

ては、あまりにも簡潔過ぎるので、ボリューム的にちょっと見

たんですけれども、そんなに 5年間の評価についてたっぷり出

ているわけでもないので。でも、目標Ⅰについては、4ページの

ところの目標Ⅰの総評は結構がボリュームがあるので、これを

まとめるとなると大変です。ただ、これだと、文言も含めて、

ちょっと変かな思う。 

加藤委員 5 年間ずっと積み上げてきたわけです、毎年、毎年。それで 

昨年度、またそれを集結したものをこちらで評価を出したわけ 

です。ですから、この具体的な意見が昨年度のも全部出ていま 

す。それは、ずっと 5年間積み上げてきたときの最後の年なの 

で、その最後の年の分を具体的に全部載っているものを公表し 

たほうがいいかなと考えている。 

三澤会長 確かに私も 5年間の 1年目からこの活動にかかわっていない 

ので、どのように 5年間の間に変わっていったのか、世の中も 

含め、また、行政の評価が変わっていったのかは、ちょっと把 

握し切れない。ただ、27 年度は単年度としての事業ですので、 

前年度これができなかったから、26 年度できなかったから 27 

年度はもう少し努力が必要だから、進めていこうと思ってやっ 

た単年度だと私は思っていますので、もちろん 5年間の積み重 

ねの 1年ではあるんですけど。だから、27 年度が全てではない 

と私は思っていますが、ご意見はありますか。 

町民部長 事務局案がかなり簡潔になっているところでご議論いただい 

ているところだと思うんですけれども。 

三澤会長 そうですね、さっぱりしています。 

町民部長 先ほど大関委員からありましたように、事務局としてこうい 

うふうにしたいのかということですけど、理由としては、初め 

て読んでいただける方に、網羅的に羅列したものを見ていただ 

くより、ある程度まとまった形のほうがいいだろうということ 

でこういう形にしましたが、ただ、皆様がおっしゃるように、 

わからないよとか、もうちょっと肉づけしたほうがいいよとい 

うことですので、肉づけはさせていただくとして、それと、皆 

様からせっかくいただいた案なので、これを参考資料として最 

後にまとめてつけるのも一つのやり方なんじゃないかなと思い 

ますので、その辺も含めてご検討いただければなと思う。 

三澤会長 わかりました。そうですね、まず、事務局案を肉づけすると。 

言葉、記入法も含めて肉づけをすると同時に、それは添付で、

パソコン上で見ることができるということですよね。 

協働文化推進課長 整理を一回させていただくと、27 年度の事業の総評、 

総合的な、総括的な評価というのは今までと同じ形で、基本目 

標ごとに 27 年度の事業内容や各課が自己評価した課題に対し 

て、委員の皆様からご意見をいただいておりますので、それを 

まとめて、基本目標ごとに今までどおりの実績報告みたいな形 

で載せさせていただくというところは、まず、そういう形で進 

めてよろしいか。 
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三澤会長 よろしいでしょうか、そういう形で進めて。つまり、案とし 

て出ているものに対して、もう少し肉づけはするけれども、27 

年度の評価についてはこの文章で進めたいということですね。 

あとその表についても。 

協働文化推進課長 これはあくまでも事務局のたたき台として作成した 

ものなので、これにこういう文言が必要じゃないかとか、こち 

らの意見をもっと入れたほうがいいんじゃないかというご意見 

をいただけたらと思います。それで、27 年度の評価につきまし 

ては、これまでの 4年間と同じような形で取りまとめた内容を 

基本目標ごとに総括的な評価ということで、総評という形で載 

せさせていただくということでよろしいでしょうかというとこ 

ろを、まず一点確認させていただきたい。 

三澤会長 まず、27年度の評価はそういう形で進めるというところでよ 

ろしいですか。評価についての出し方は。 

大関委員 そういうところというのは？ 

三澤会長 そういうところというのは、事務局案として出したところ、 

1 ページ目に肉づけをして、それで、まず 27 年度の評価とする 

ことはいいという確認はしましたよね。いいですか。それから、 

27 年度の総評についても肉づけをしつつ、27 年度の総評を載っ 

けていくと。  

協働文化推進課長 5年間の総括的な評価については、5年間の総括的な 

評価として、形式としては先ほど大きな表でまとめさせていた 

だきましたが、そこの部分については先ほどちょっと、いや、 

これまでのもきちんと載せたほうがいいんじゃないかというご 

意見もありましたので、そこのまとめ方をどうしたらいいかと 

いうところは、皆様にご意見をいただければと思う。 

三澤会長  5 年間の総評について、全部載せたほうがいいのではという 

ところをご意見いただいたので、それを皆さんに諮る。 

協働文化推進課長 それで今、部長が提案させていただいたのは、先ほ 

ど机上配付させていただいた、こちらの 5年間の総評のここの 

部分については簡潔に、ある程度ポイントを絞った文章で、要 

約したものを載せさせていただいて、ただ、やはり今までの委 

員の皆さんから出た意見というのがあるのであれば、それは全 

部載せたほうがいいのではご意見があったので、資料でお配り 

したこちらを参考資料的に、こういうご意見が実際には出てい 

るというのをつけて、報告書としたほうがよろしいのではない 

かというお話をさせていただいたんですが、そこで、そういう 

形にまとめさせていただければよろしいかどうかというところ 

ですが。 

三澤会長 資料 2のここの 5年間のところは、これをたたきに膨らませ 

て、ここの 5年間に載せていくと。 

協働文化推進課長 載せていきたいと考えているんですが、ただ、各委 

員の皆さんから 5年間の総評的なご意見もいろいろ出ているの 

で、それは全部載せたほうがというご意見も今ございましたの 

で。 

三澤会長 添付というか。 

協働文化推進課長 添付でこの資料 1というのをつけた形で報告書とし 
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たらどうかというお話を今、部長のほうからさせていただいた 

と思うんですが。 

三澤会長 そうですね。ただいま提案がありましたように、27 年度も少 

し膨らませないといけないけれども、この形の 5年間の総評を 

ここの表の黒い部分に入れていくという形で進め、皆さんから 

いただいたご意見は添付というか、資料として載せていくとい 

う進め方でよろしいでしょうか。 

山本委員 この表の推進協議会の事業別意見欄ですが、「平成 27 年度」

と「5年間」の事業別意見欄には何が入ってきますか。 

協働文化推進課長 資料 1をごらんいただきますと、例えば資料 1の１ 

ページ目、事業番号１、ここには管理職への女性登用の推進と 

いう事業に対してのご意見をいただいている。27 年度の事業に 

対する個別のご意見と、それから、その下に 23 から 27 年度ま 

での 5年間の実績とか、5年間の各担当課が評価した内容に対し 

てのご意見をいただいている。その 5年間のほうのご意見を事 

業ごとに、この 5年間の事業別意見欄にまとめさせていただけ 

ればなと考えている。薄いグレーの欄に、事業別のご意見はま 

とめて載せさせていただく。 

山本委員 こちらの資料 1に載っている意見は、事業別意見欄にはその 

まま、記載されますか。 

協働文化推進課長 それは先ほど、事務局の担当の山本のほうからご説 

明申し上げたとおり、かなり重複しているご意見とか、あと、 

中には文章的に長いものについては事務局である程度まとめさ 

せていただいて、事業別のご意見はご意見としてこの 27 年度の 

分、それから 5カ年の分というのを載せさせていただきたいと 

考えている。 

三澤会長 それをたたきとしてまとめたのが、この資料 2ですよね。 

山本委員 これは総評欄に入ってくるんですよね。 

協働文化推進課長 そうですね。総評欄に入ってくる。基本目標ごとに 

総評という形で、例年、報告書でまとめさせていただいている 

総評の欄のたたき台ということです。 

三澤会長 下のところに出てくる。 

協働文化推進課長 基本目標ごとに総評をしていただいておりますので、 

そこは、皆様から事業別でいただいたご意見とか、また、総評 

的なご意見もいただいているのをまとめて、たたきとして事務 

局でこれをつくらせていただいた。 

伊與田委員 今回の資料 1とか資料 2とあるんですけど、今日出された 

参考資料のまとめの部分でいうと、参考資料の一番下の推進協 

議会評価と一番左に書いてあるところで、27 年度、それから 5 

年間の評価というのは資料 2でどうかというのを今お聞きにな 

られていて、上の部分の事業別は、我々のほうから出したもの 

を、改めてもう一度事務局のほうで落とし込みをされてつくり 

ますよということを聞かれているわけですよね。 

協働文化推進課長 すいません。27 年度と 5年間がごちゃごちゃになっ 

て申しわけありません。今日、机上配付していただいた資料に 

基本目標ごとに委員の皆様には総括的な評価、総評という形で 

こちらをつくっていただいておりますので、薄いグレーの部分 
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が 27 年度の評価を入れていただき、濃いグレーの部分が 5年間 

の総括的な評価をいただくと。そこに入れる文章のたたき台が 

資料 2として、事務局がたたき台を作成させていただいたとい 

う感じです。 

伊與田委員 そうすると事業別の、この後少し取りまとめたられたり、

要約されたりというのは、また別途何かこういう形で協議をさ

れるということですか。 

協働文化推進課長 事業別につきましては、例年は事務局で取りまとめ 

たものを委員の皆様にお送りして、確認をして、ご意見をいた 

だくという形をとらせていただいている。事務局で重複したも 

のや長いものはまとめさせていただいているので、ご自分のご 

意見の趣旨が変わっていないかとか、その辺を確認していただ 

きたい。 

三澤会長 皆様からご意見をいただいたものを事務局が取りまとめて、 

郵送で送ってくださるようですので、その段階でまた見て、ご 

意見があるようだったら直接やりとりをして、加筆なり、ここ 

間違っていますよ、修正を入れてもらったりという形で進める 

というふうに。別途、また会議を設けるということはありませ 

んので。そういう進め方でよろしいか。 

では、確認ですが、これから、出されたたたき台に対して意 

見を皆様からいただくという形で、その意見を取りまとめて、 

また事務局が肉づけ、加筆修正して、それをここの表の中に載 

せていくという進め方でよろしいか。 

小島委員 すいません。ある意味、みんなから意見が出たんだから、本 

来だったらここに落とし込まないと、なかなかイメージがつか 

ない。 

三澤会長 イメージがつかないですよね。 

小島委員 本来は事務局から今日あたり意見を落とし込んだ資料が用意 

されていれば良かった。こういう自分のところの評価と、ちょ 

っとばらばらに見なきゃいけないということもあって、とても 

わかりにくい。 

三澤会長 ちょっと混乱しますよね。 

小島委員 そして、今日、一応みんなから意見が出ましたよね。出たも 

のを、これに落とし込んだものが来るわけですよね。 

三澤会長 そうです。 

小島委員 そうしますと、それについては、個々に返すということで、 

別に集まりは持ちませんよということですか。 

三澤会長 そうです。 

小島委員 できれば、私はもう一度集まりを持ったほうがいいかなと思 

っている。意味が少しずつずれたりもするし。 

三澤会長 一番いいのは会議を持って進めることだと思いますが、時間 

的にもタイトという部分なのかどうなのか、事務局のほうでそ 

こら辺のことがあれば、どうぞ。 

協働文化推進課長 事務局では、こちらの資料を事前にお送りさせてい 

ただいて、委員の皆様にお目通しをお願いしている中で、今日、 

皆様に会議でお集まりいただきましたので、個々の委員の皆様 

からいただいている意見についても、このまま個別の事業ごと 
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のところに載せる意見として、これはどうなのというご意見で 

すとか、ここは絶対載せてほしいというご意見ですとか、また 

ご自分の意見の漏れがないかも含めて、個別の事業についても 

一度確認をしていただき、その上で総括的な評価について、そ 

ういった意見を踏まえた総括的なこちらのたたき台に、もうち 

ょっとこういうところを肉づけしたり、この意見がやっぱり重 

要だから、ここを肉づけしたほうがいいというところをまとめ 

ていただければと考えている。それを基本目標ごとに個々の事 

業の意見を確認していただいて、総括的な評価について、また 

ご意見なり修正案なりをいただければと思う。 

三澤会長 わかりました。皆さん、その進め方でよろしいでしょうか。 

    資料をごらんいただいてきていると思いますので、たたき台も 

含めて、そこに加筆したい、いや、ここだけは載せてもらいた 

いというご意見がありましたら、この場でお出しください。 

     それでは、基本目標ごとに順番に見ていきたいので、まず、

進め方としては、委員の皆さんが出してくださった資料 1のと

ころにご自分の意見の漏れがないかどうかというところをご確

認お願いします。 

協働文化推進課長 それで、まず、基本目標のⅠで言いますと、資料 1 

の 1 ページから 4ページまでが基本目標Ⅰになっておりますの 

で、お願いいたします。 

三澤会長 基本目標Ⅰ、4ページまでのところで、私は確かに書いたは 

ずなのに載っていないなどという意見や何かがありましたら出 

してください。皆さん大丈夫でしょうか、載っていますか、ご 

自身のご意見。それでは、基本目標Ⅱ8ページのところで漏れ 

がないでしょうか。それでは、基本目標Ⅲのところ、14 ページ

になります。基本目標Ⅳ、最後の 16 ページまでのところで漏れ

がないかご確認いただけましたでしょうか。 

         それでは、次に各事業についての意見はこれでよいか確認を 

していただきます。ただ、この場で、先ほども申し上げました 

とおり、意見を一からまとめていくというのは大変なので、事 

務局が作成してくださったたたき台をもとに委員の皆様に確認 

してもらうことになりますが、それで進めさせていただきます。 

     それでは、まず基本目標Ⅰについて、各委員、ご自分の意見 

の確認をお願いします。これは事務局の確認が済んでいるので、 

自分の意見で漏れがないか皆さん見ていただいて、ないようで 

すので。よろしいでしょうかね。 

協働文化推進課長 そうしましたら、次、基本目標Ⅰの部分の総評につ 

いて、事務局提案をたたき台にしていただきまして、委員の皆 

様からご意見、それから修正案等をいただければと思う。 

三澤会長 それは資料 2のほうのたたき台を見ながら、事務局案につい 

て、加筆修正があればご意見をお願いします。まずは 27 年度の 

評価について、ご意見や、もう少し加筆したほうがいいという 

ものがあればお願いします。 

     それで、先ほど山本委員からもあったように、ちょっと主語 

が抜けたり、随分スリムにした関係で何を言いたいのかよくわ 

からなくなっているところがあるんですね。私の意見ですが、 
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一番上の丸、「優秀な人材を」の前に「職員の」と入れないと、 

企業なのか町なのかがわからない。 

山本委員 そうですね、これは。 

三澤会長 これは職員のことを言いたいんですよね。 

山本委員 「町職員の」とか、「町職員の管理職女性登用の推進に向け 

ては」とか、何かそういうのがないとわかりづらいかと思う。 

三澤会長 やはり主語を。あと、何かこの 27 年度評価のところで。 

小島委員  例えば採用方法のところ、こちらのほうにもいろいろな意見 

が出ていると思うんですね。例えば女性の積極的採用とか、あ 

と中途採用の問題とか、何か優秀な、そういう事例的なものを 

括弧の中に入れたほうが、「など」とかね。それだけじゃない 

ですから、ほかのとか、そういうのも入れるとかしたほうがわ 

かりやすいのではないか。 

職場づくりのところに子育て支援とか介護支援とかが入るの 

はちょっと変かなということです。職場のだったら、いろんな、 

そういう取りやすい環境とか、例えば職場の人の理解とか、そ 

ういうのが必要ではないか。 

三澤会長 それは一番上の丸のことを言っていますか。 

小島委員 一番上の丸のことです。 

三澤会長 これは、一番上の丸について、こちらの資料 1のページのと 

ころで、この意見を出された方は、町の職員のことですよね。

それで、その次の下の段に、中途採用。 

小島委員 そうじゃなくて、例えば「採用方法を検討する」というとこ 

ろに、括弧か何かで「働きやすい職場づくり（子育て支援、介 

護支援）」と書いてあるんだから、そうすると、どういう検討 

をするのかということに対して、提案の中に、意見の中にある 

ので、そういうのを入れておいたほうがいいんじゃないかとい 

うことで意見を言ったんですけど。 

加藤委員 具体性がないということですよね。 

協働文化推進課長 わかりました。そうしますと、例えば「人材を確保 

するため、中途採用などの採用方法を検討するなど」という、 

そういう何か具体の。 

小島委員 ちょっとピックアップして入れたほうがいいと思う。 

三澤会長 では、「町職員の優秀な人材を確保するため、中途採用など 

採用方法を検討するとともに」みたいな文章にしていくという 

ことですよね。 

小島委員 だから女性の積極的採用とか。女性というのがないですよね。 

町の職員だと男女含めて、男女含めてだとは思いますが、特に 

女性の管理職の登用なんかも率が低いわけですよね。ですから、 

やっぱり積極的に女性の採用とか、そういうのを進めていく必 

要があると思う。 

三澤会長 この文章の中に「女性の積極的採用」。 

小島委員 「採用方法を検討」の後に、括弧か何かでやったらどうかと 

いうふうに、こちらの意見を反映させたほうがいいんじゃない 

かという意見です。 

三澤会長 「採用方法を検討」の後に、括弧で「女性の採用等」ですか。 

小島委員 「女性の積極的採用」や、例えば、ここに書いてある、優秀 
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な人材、中途採用等とかを入れたほうが、より具体的な意見が 

出て、それが反映されていることになるかと思うんですけど。 

三澤会長 どうでしょうか。 

協働文化推進課長 そうしましたら、例えば頭のところに「町職員の女 

性登用を推進するには」みたいな文言を入れさせていただくと、 

「優秀な人材を確保するため、中途採用をはじめ採用方法を検 

討するとともに」という形でよろしいですか。 

小島委員 そういう文章でつなげても構わない。 

三澤会長 「町職員の女性の」というのを入れる、前に持ってきて入れ 

るということですね。 

協働文化推進課長 はい。そうすると、中途採用というのも女性に。 

三澤会長 かかってくるということね。 

協働文化推進課長 かかってくるかと思う。 

大関委員 これは男女参画の資料なので、あくまで男女参画の資料だか 

ら女性を入れなかっただけじゃないんですか。というのは、多 

分事務局のほうは、全く知らない人でも一応読んでもらいたい 

と。要するに、読んでもらいたいから、できるだけ簡潔にしよ 

うと今考えているんだと思うんです。だから、そこでこれごと、 

女性に対しての資料じゃないですか、全部が。 

三澤会長 男女ですかね。 

大関委員 でも女性をメーンにやっているので、自分なんかが見ている 

と、書いていなくても、何となく女性のことを言っているんだ 

ろうというのが想定できるんです、だから、多分事務局のほう 

は、要所だけつかんで、できるだけ短い単語で書いて、全くこ 

ういうのを読まない人にも読んでもらう。こういう資料という 

のは、長くなればなるほど読まない人が多くなってくるんです。 

多分、この中でこれだけ議論しているので、皆さんは細かいこ 

とも全部気になるんですけれども、これを読む人は町の中の一 

般の人であって、その一般の人が最初から最後までびっちり書 

いてあるやつを読むかといったら、ほとんどの人が読まなくな 

ってくるんですね。であれば、その要点で一番大切なところだ 

けが伝わればいいんじゃないかと自分は考えていたので、だか 

ら、あまり細かく細かく、わかりやすくわかりやすくと書くか 

らこそ、わかりにくくなる可能性も出てくると思う。だから、 

ある程度の要所要所でいいんじゃないかと。だから、今言った 

女性というのはとても大切なんですけれども、これは女性参画 

の、女性がメーンにやっているやつですので、そういうのはわ 

かるんじゃないのか。 

三澤会長 確かに大関委員がおっしゃったように、文章が長くなればな 

るほど誰も読まなくなるというのは全くそのとおりだと私も思 

っているんですけれども、ただ、確かに見出しのところに「女 

性管理職への登用の推進」とか、何というか、そのくくりの中 

に入っているので、わかると言えばわかるんですけど、「女性 

の積極的採用」ぐらいの文言だったら、入ってもいいのではな

いか。 

大関委員 自分もそれはいいと思うんですけれども、あまり全てにおい 

て細かくやり過ぎちゃうとよくないのではないかということを 
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言いたかった。 

三澤会長 そうですね、それは注意すべきですね。確かに、文章は長け 

ればいいわけではなくて、簡潔でわかりやすい、伝えたいこと 

が伝わると口で言うのは簡単ですが、難しい。でも今、大関委 

員がおっしゃった意見も反映しつつ。とりあえず今ご提案があ 

った、あまりボリューミーにならず端的にする中で、一番上の 

丸のところはよろしいか。 

     あと、27 年度でご意見とかもう少しないですか。私が加筆し

てもらいたいところがありますので、意見として言いますね。

一番下の丸の「企業、労働者に対し社会情勢の変化や労働環境、 

女性活躍推進法など」、一文がとても長いんですけど、「取り 

組み状況について丁寧に聴取し、きちんとフィードバックす 

る」。これはご意見を出されている方に、1ページ目に書いてあ 

るんだけれども、きちんとフィードバックすることが重要と考 

えるという、1ページの下から 2番目の塊、5年間の評価のとこ 

ろに書かれているんだけれども、やっぱり聴取するだけじゃな 

くてフィードバックしていく、企業にも市民にもフィードバッ 

クするということが大事なのかと思うので、そこを足したいと 

思うんですけど、どうでしょうか。「丁寧に聴取し、きちんと 

フィードバックする必要がある」の加筆はどうでしょうか。 

山本委員 フィードバックは重要だと思います。調査しっ放しではなく 

て、それをきちんと返していくことによって、また企業の取り 

組みも推進させていくということが重要だと思う。 

三澤会長 27 年度単年度の評価についての加筆とかご意見はありますか。 

小島委員 2 番目の丸の「女性が活躍できる」というところで、いろん 

な分野がありますよね。だから「あらゆる場で」とか、何かち 

ょっと抽象的かもしれないけど、入れたほうがいいのではない 

か。 

三澤会長 どこに入れる提案ですか。 

小島委員 「あらゆる場で女性が活躍できるための」とか。労働の場で 

もあるし、社会でもあるし、家庭でもあるし、いろいろな場が 

地域でもあるだろうし。 

三澤会長 地域活動とかね。 

小島委員 そういうふうに入れちゃうと長くなるので、「あらゆる場で」 

とか、あらゆる、場のほうがいいかな……。 

加藤委員 「あらゆる分野で」。 

小島委員 この上に分野があるからあれなんだけど。「様々な場面で」

というのが下にあるか。何か似たような、5年間の評価のとこ

ろに「様々な場面」なんてありますね。さまざまな、あらゆる、

どっちでもいいんですけど。 

三澤会長 「あらゆる場で」みたいなことを加筆したらどうかというご 

意見でした。 

     あと「主体的に考える機会として資質の向上に結び付くもの

と考える」というのは、国語的におかしいんじゃないかと思う

んですけれども、「主体的に考え、かつ資質の向上に」……、

これは何を指している、講座を指しているんですか。 

山本主任主事 そうですね、はい。 
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山本委員 「主体的に考える力を育てる」とか、そういう意味ですかね。 

三澤会長 そうですね、「力をつける」とか「力を育てる」など。ほか 

にご意見がないようでしたら、5年間の総評に移りたいと思いま 

す。私がちょっと気になったのは、下の 2個目の丸なんですが、 

「男女共同参画の推進に対する意識啓発」って何だかわからな 

いので、「男女共同参画の意識啓発を継続するとともに、事業 

や取り組みを検証し、あらゆる分野」でいかがですか。 

加藤委員 ちょっと宜しいですか。先ほど大関委員が述べた意見で、こ 

の、男女共同参画の意味は、今、日本は長い封建社会から戦後 

突然、男女平等を唱え始め其の上、最近政府（内閣府）でも唱 

えてから７年程経過しているが、是といった、具体的な事は、 

何も打ち出されていない現状です。理想は（男女といわず）人 

として、人間として、誰でも気付いた事を協力して、いきる喜 

びを、生み出してゆく事と思う。しかし、現状の日本は男社会 

が根強くあり、これは、男性が、先頭に立ち、改善、推進して 

いかないと無理。又男女が共同会議を重ねていかないと、（女 

性だけ語っていても）理解し、進展していかない。老いも若き 

も、等しい方向性を位置づけて、進む事ができるか？にある。 

それには、教育と、限りない男女の協議を重ねていく事しかな 

いと思います。 

三澤会長 それはご意見でしょうか。 

加藤委員 はい、そうです。 

三澤会長 そして、この文章に対する何か対案はございますか。ほんと 

に全くそのとおりだと思います。一人一人の意識改革も含めて、 

やっぱり男女がともに変わっていかなければいけないんですけ 

れども……。 

加藤委員 意識啓発とか、皆さん持っていると思うんですけど、実際に 

それを実行に移せない状況があるわけです。暗黙の、見えない 

抵抗があるわけです。そこのところをどう破るかというところ 

が問題だと思うんですね。それが破れない限りは、幾ら共同参 

画をうたっても、一向に進まないと思う。 

三澤会長 それで、町の男女共同参画を進めるために、町としてできる 

事業を展開している。その中に学習会などがある。男女共同参 

画を推進するために、意識啓発を、それは女性だけじゃなくて、 

男性の意識も改革していかなきゃいけないから……。 

加藤委員 これは男性がその啓発意識を持ってくれないと。 

三澤会長 男性も女性もなんじゃないかと私は思うんですね。 

加藤委員 ええ、もちろんそうですけどね。 

三澤会長 それを働きかけていると。町として、事業として行って働き 

かけたことに対して、評価を自分たちでしているので、その評 

価に対して、よりもっとこういうふうにしていってね、こっち 

のほうがいいんじゃないかという投げかけとか、やりとりをこ 

の場面でできればいいし、明文化して市民の人にわかってもら 

うということが大事なのかと思って、今話し合いをしています。 

加藤委員 ですから、例えば寒川の中で、女性も男性もこのことに関し 

てどの程度の意識啓発があるかを調査したらいいんじゃないか 

しら。 
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三澤会長 はい。いいご意見だと思うんですけど、意識ってどうやって 

はかるものかが……。 

加藤委員 どんな意識を持っているか、どこまで、どの辺のレベルの意 

識なのか、それを知らないと、語っていてもしようがない。 

三澤会長 それは町で行っているアンケートがあって。 

加藤委員 どんなアンケートですか。 

三澤会長 資料でいただいているピンクの冊子に掲載されている。 

協働文化推進課長 第 4次のプランをつくる際に、アンケート調査を昨 

年 5月に実施させていただいたのが、こちらのプランの 41 ペー 

ジから意識調査をさせていただいたのがあります。おそらく 49 

ページなんか、男女が平等になっていると思うかどうかみたい 

な意識も調査結果として載せさせていただいておりますので、 

ここの結果を見ると、まだまだ意識啓発が必要だというところ 

で……。 

加藤委員 26％とか、何かすごく低いですね。 

協働文化推進課長 この中から、やはり課題として意識啓発が引き続き 

必要だというところで、プランの中には、引き続きそういう意 

識づけという目標を定めている。 

三澤会長 途中まで、丸の下のところ、自分で書いたんだけど、ちょっ 

とわからないので、後で意見として、文章で提案させていただ 

きたいと思います。ほかに、5年間のところで。小島委員。 

小島委員 さっきの丸のところで、だから「男女共同参画への意識啓発 

を継続し、事業や取り組みを検証し、女性があらゆる分野で活 

躍できる、より効果的な事業を進めてほしい」というふうにす 

ればいいかと思います。シンプルにするとしたら。 

三澤会長 でも、それで文章としてわかると思います。今の案でよろし 

いでしょうか。原委員。 

原 委員 ずっと気になったのが、文章にこだわるのはとても大事なん 

ですけれども、今のここの文章にもあるように、このままだと 

推進に対するだから、何かあたかも推進をやっていることへの 

意識啓発にとれてしまいますね。 

     私たちが一番大事なのは、男女共同のこの状態を少しでもよ 

い状況へ持っていく、そのための事業をこれだけやっています、 

この事業に対する、私たちがこんな意見を持っています、こん 

な状態ですというのを町民の方に知っていただくのが大事なん 

ですよね、先ほどやっていたように。だから、それをまず念頭 

に置いて考えないといけないのかと今思った次第です。 

三澤会長 そうですね、私もこの「推進に対する意識啓発」というは、 

「男女共同参画の意識啓発継続を市でするとともに」とか、「事 

業や取り組みを」みたいな、さっき小島委員が言ったような文 

章のほうがいいかと思います。 

協働文化推進課長 男女共同参画というのは、男性も女性も自分が生き 

たい生き方をそれぞれができるという社会のことですので、男女 

共同参画という、男女がともにというところの意識啓発はやっぱ 

り必要だというご意見はいただいているところです。 

原 委員 すみません、もう一つつけ加えて。 

三澤会長 原委員、どうぞ。 
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原 委員 上のほうに少し戻りますが、何かこう私は逆に、女性が女性 

がとあまり言わないほうがいいんじゃないかと、さっき大関委 

員がおっしゃったような感じで私は思ったんですね。 

 だから、女性がと言うと女性のための講座と、それはそれで 

大事だけれども、こっちの介護のように、女だけとか男だけと 

かじゃなくてというふうに思った。 

三澤会長 おっしゃりたいことは伝わりまして、まさに私もそう思って 

いて、やはり女性も変わらなきゃいけないけど、男性も変わら 

なきゃいけなくて、それはアンケートの結果なんかを見ると、 

やっぱりまだまだ意識のところは下がっているところがあるん 

ですね。それはやっぱり女性ばっかりが変わるんじゃなくて、 

男性も変わる。でも、女性が女性がとここの文章に載せるのは、 

私もそれはどうなのかと思っている。 

加藤委員 そうなったら要らなくなって、生かされない。本来は男女が 

同席し討議すべき。 

原 委員 だから、それのための、もうそれが大前提だから、あえてそ 

こまで女性が女性がと言わなくていいのかと思ったんですね。 

加藤委員 それで何も言わないで、そのまま自然体で共同参画ができれ 

ば何も、こういう会議もする必要ないですよね。 

原 委員 そうなんですけれども。 

加藤委員 それが一番理想なことですね。そうなりたいためにやってい 

るわけですね。 

町民部長 男女共同参画に結びつく環境整備というような形でいかがで 

しょう。 

三澤会長 今、中島さんのほうからご提案があったように、そういう文 

言で進めたほうが私もいいと思う。 

     それでは、またどうしても戻りたいときは戻るということを 

前提に、基本目標Ⅱのところに。各委員はご自分の意見の確認 

をお願いしたい。よろしいですか。意見のところを見ましたが、 

特に私が質問したい意見は。基本目標Ⅱ、27 年度の中にありま 

すか。 

「意識啓発については、広報、ホームページにより情報発信し 

ているが周知する手段」、点がないんですよね。「周知する手 

段や内容について」……。 

山本委員  1 番目の丸で、最後の「対象に応じて発信する必要がある」 

というのは、手段を、ホームページなのか広報紙なのかとか、 

そういうことなのか、何かちょっとよくわからないので、逆に 

事務局さんのほうからここの文章の趣旨をご説明いただければ 

と思うんですけど。 

山本主任主事 「対象に応じて」ということに対してということでよろ 

しいですか。 

山本委員 はい。 

山本主任主事 ホームページで情報発信したほうがいいものや広報で発 

信したほうがいいもの、いろいろあると思うのでという意味で 

「対象に応じて」という言葉を使わせていただいた。 

山本委員 対象に応じて、手段を工夫するということですか。 

山本主任主事 使う相手にという意味です。 
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山本委員 対象にきちんと届くように、手段や内容を工夫していきたい 

という趣旨ですか。 

山本主任主事 そうですね。ホームページを使ったほうがわかりやすい 

というか、伝わりやすい方もいらっしゃいますし、ホームペー 

ジのような環境がない方にも広報等できちっと伝わるような、 

つまり対象者に応じてという意味で書いた。 

原 委員 これは「意識啓発については」とあるから、ちょっと大きい 

ものについて言っているのかなということで、これは手段です 

よね。広報の手段についての記述ですよね。 

山本主任主事  はい。 

原 委員 これは最後のほうでもいいんじゃないかと思うんですけど、 

最初に書かなくても。 

大関委員 １点いいですか。 

三澤会長 はい、大関委員。 

大関委員 ここに書いてあるのは、どうしても 27 年度は 27 年度で書い 

てあるんですけど、結局のところ、この表に全部入れ込んだと 

きに、端から読んでいくと意味が通る文章も結構あるんですよ。 

     だから、ここだけを見ていると意味がわからないというのは、 

かなり皆さんは思うんですけれども、やっぱり落とし込んでい 

って初めて、つながっていて、このことを言っているんだと簡 

潔にわかるので、全体のつながりがわからないと、こういう質 

問ばっかりが増えてくるんじゃないかと思われるんですね。あ 

る程度落とし込んで形として見ないと、こういう意見ばっかり 

出てきて、結局、今度はその意見を通して書いてみたらしつこ 

過ぎるという状況になり得る話し合いなんですよ。だから、ち 

ょっと話し合いの全体の流れがうまくできていないのかなと自 

分は思うんですけど。 

三澤会長 そうですね。落とし込んで、左から右に見たときに、そのと 

きにおかしくないというものなのかもしれないんだけど、これ 

を単品で見ていると、ちょっとわかりづらいという……。 

大関委員 そうすると、皆さんが絶対にこれはおかしいというのは当た 

り前のことであって、やはりどんどん見ていったときになるほ 

どという評価であるので、多分事務局のほうはここを見て書い 

て、やって落とし込んでいるからわかっているはずなんですけ 

れども、ここにいる人はそこが全くわかっていないので意見が 

多く出ちゃうんですよ。だから、そこをもうちょっと直さない 

と、これは幾ら時間があっても進まない話になってくると思う 

んですよね。多分、左からずっと読んでいくと、何となくわか 

ってくる文章が多くあるので。 

協働文化推進課長 そうしたら、会長、申しわけありません。 

三澤会長 はい、どうぞ。 

協働文化推進課長 ただいま大関委員さんからおっしゃっていただいた 

ところ、ほんとに事務局として申しわけございません。今まで 

がちょっとこういう形で、別立てでご議論いただいたんですけ 

れども、特に今年度は 27 年度と 5年間のというところで非常に 

わかりにくくなってしまったものですから、大変申しわけござ 

いませんでした。一旦事務局のほうで落とし込んだものをまた 
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皆様にお送りさせていただきたいと思うんですが、落とし込む、 

たたき台が今回はこれなんですけれども、たたき台のこれ以外 

に、例えばこの部分、もう一つこの事項といいますか、この取 

り組みが必要じゃないかという、その辺を今日はご意見をいた 

だくという形でよろしいか。 

三澤会長 はい。 

協働文化推進課長 それを落とし込んで、皆様に全体的な流れがわかる 

ようなたたき台を、報告書のたたき台という形でつくりました 

ものをお送りさせていただいて、後日お目通しをいただくとい 

う形でお願いできたらと思う。 

三澤会長 はい、わかりました。 

協働文化推進課長 大変申しわけございません。 

三澤会長 今のご意見で、27 年度の評価につきまして、ご自分が出され 

た意見、もしくはほかの方が出された意見で、ここの部分が落ち 

ているからここは絶対に入れたほうがいいんじゃないかという 

部分がありましたら、ご意見をお願いします。小島委員、どうぞ。 

小島委員 多分、ここの丸の 3つから言うと、1つは上のとか人権意識 

の問題ですよね。意識の啓発みたいなので、２番目が多分、い 

ろんなＤＶとかセクハラとか、そういう相談関係ですよね。あ 

と、最後のところは健康とかだと分かれて見ればわかるんだけ 

ど、最後の丸のところ、やっぱり「男女の」というふうになっ 

ちゃうと、結構この中に性的マイノリティーの方の問題とかが 

入っていますよね。そういうところでいくと、ちょっとそうい 

う視点が欠けているのではないかと思う。 

三澤会長 これは、多分目標に対しての言葉じゃないかと思うんですが。 

小島委員 目標のね。だから、新たな問題も出てきているわけじゃない 

ですか、今。だから、あまりそこで、目標に対してかもしれな 

いけど、自己評価だから、次の将来に向かっての評価も含めて 

あると思うんですよね。そうなると、またその辺のところ、男 

女と限定しないで、やっぱり性的マイノリティーの人たちの問 

題も含めて、そういう表現にしたほうがいいかと思ったんです 

けど。 

三澤会長 第 4次の方針のところでは、マイノリティーの方のことも方 

針の中には一文が載っかっているんですね。ただ、この第 3次 

のところでは全くそのことに触れていないんですよ。 

小島委員 触れていないですね。 

三澤会長 それを第 4次で反映できたというのは大きな成果だと思って 

いるので、今年度というか、27 年度に関しては、ちょっと私も 

ひっかかったんですけど、これでいいのかなと私は思いました 

が、皆さんはどうでしょうか。男女でよろしいでしょうかね。 

今、ご意見を小島委員のほうから伺いました。事務局のほうで 

何かありますか。よろしいですか。 

         それでは、平成 23 年度から 27 年度の 5 年間の評価について、 

この文言は載っけたほうがということがありましたらお願いし 

ます。よろしいでしょうか、ないですか。ほんとにくるっとま 

とめて書いてあるから、これって、この方の意見をまとめると 

こういう 2文字になるんだとは思うんですけど、添付があれば 
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どういう意見が出たのかわかるので、いいのかとも思うんです 

けど。よろしいでしょうか、目標Ⅱの 5年間の評価。 

では、次の基本目標Ⅲのところに行きます。まずは、27 年度 

評価についてご意見をお願いします。 

加藤委員 ここのところ、「た」じゃないと、一番上のところ、「把握 

したうえで」……。 

山本主任主事  そうです。すいません。 

三澤会長 ごめんなさい、何のことでしょうか。 

山本主任主事 一番上の丸です。27 年度の評価のところで、1行目です、 

「企業等における労働者の実態を把握して」になっています 

が、「したうえで」です。失礼しました。 

三澤会長 「したうえで」ですね。ほかにありませんか。よろしいでし 

ょうか。5年間の評価のところでご意見のある方はいらっしゃい 

ますか。はい、山本委員。 

山本委員 一番下の「育児や介護に関する取組みについては」というと 

ころに、より多くの人が参加できるようにというところを入れ 

たほうがいいんじゃないかと思うので、「より男女とも多くの 

人が参加できるよう、内容等の工夫や見直しを行い、広く周知 

してほしい」という。 

三澤会長 「より男女とも参加」。 

山本委員 「より男女とも多くの人が参加できるよう」、そういう意味 

で、多分内容とか開催日とかを工夫するというご意見があった 

と思います。 

三澤会長 ほかにご意見ありませんか。よろしいでしょうか。 

     では、Ⅳの 27 年度の評価です。よろしいでしょうか。これは 

わかりやすい。よろしいでしょうか。では、5年間の評価になり 

ますでしょうか。ないですか。 

小島委員 ちょっと単純なことだけど……。「家庭や学校」で点を入れ 

たほうがいいんじゃない？ 

三澤会長 そうですね。 

小島委員 「家庭や学校、各年代層」。 

三澤会長 はい。ほかにご意見ありませんか。 

山本委員 すごく文章的なことなんですけど、最初に「意識づくりにつ 

いては」とあって、2行目に「それぞれの場で意識づくりへの理 

解が必要であるため」と、何か意識づくりが 2つ重なっている 

ので、「それぞれの場での理解」ということでいいのではない 

か。 

三澤会長 それぞれの……。 

山本委員 「それぞれの場での」。あと、理解と取り組みも必要かと。 

三澤会長 ほかにないでしょうか。私のほうから、これは取ってもらい 

たいという言葉、文言がありまして、「そのすその野を広げて 

いく」です。裾野ということは、山の上があって下がある。裾 

野なんですかね。裾野を広げるなんですかというところが、私 

はずっとこれを読んでから気になっていて、縦と上下じゃない 

はずなのに、何で裾野が。裾野を広げるという、口頭で言いま 

すけど、むしろ取っちゃって、「などあらゆる手段により、よ 

り広げていく必要がある」とかのほうが抵抗がないんですが、 
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それについて、皆さん、それはどうかというのが。裾野、市民 

の裾野、何ですかね。それはちょっと気になっています。よろ 

しいでしょうか、5年間の評価は。よろしいでしょうか。 

     それでは、事務局案、資料 2のところを終了したいと思うん

ですが、あと、総評……、次に事業別意見、ごめんなさい、事

務局、5まで終わって、事業別意見は。 

山本主任主事 先ほど、こちらのほうの事業別の意見をそれぞれ見てい 

ただいたので。 

協働文化推進課長 基本目標ごとに、総括というか、総評のほう、27 年 

度の分と 5カ年の部分を入れていただきまして、それについて 

は、事業別の意見も事務局のほうでまとめて入れ込んだものを 

お示ししたほうがわかりやすいということで、そういったもの 

をつくって委員の皆様にお送りさせていただいて、ご意見をい 

ただくような形をとらせていただく。総評的な修正案、追加案 

につきましては、事務局のほうで直したものを一応報告書の書 

式の中に全て落とし込んで、案という形でつくり上げたものを 

お送りさせていただくということでよろしいか。 

三澤会長 よろしいですか。メールなり郵便なりでお送りいただけると 

いうことですね。 

協働文化推進課長 はい。それに対して再度ご意見等をいただければと 

考えておりますが、そのような流れでよろしいか。 

三澤会長 よろしいですか、皆さん。 

小島委員 それって、いつごろ来て、いつまでに返せばいいんですか。 

協働文化推進課長 そうしましたら、9月末までにはお送りさせていた 

だければと考えておりますが、よろしいでしょうか。 

三澤会長 はい。それでは、一応ⅠからⅣまでの評価のまとめについて 

の審議は終わります。今後の流れは、今ちょっと、先ほどご説 

明がありましたが、9月中に表の中に落とし込んだものを、文言 

も含めて加筆修正したものをお送りいただけます。それをいつ 

までに？ 

協働文化推進課長 9月末までにお送りしまして、10 月中旬ぐらいまで 

にご意見、それから修正案等があれば頂戴できればと考えてお 

ります。改めて文書で、その辺の詳しい日程はお送りさせてい 

ただければと考えております。 

三澤会長 ありがとうございます。それでは、事務局のほうにお戻しし 

ますので、お願いします。 

山本主任主事  皆様のほうに事務局案をまたお送りしますので、よろ 

しくお願いいたします。確認させていただいて公表へつなげて 

いきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

三澤会長 また、最終的な確認段階で、細かい文章表現、てにをはも含 

めまして、事務局と私、会長のほうにご一任をいただけたらそ 

れで進めさせていただいて、皆様にお送りするという形にさせ 

ていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

三澤会長 では、よろしくお願いいたします。それでは、議題につきま 

してはこれで終了とする。引き続き、その他、小島委員さんの 

ほうから何かご提案があるようなので、どうぞ。 
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小島委員 うちのほうでいろいろと講座をやるので、介護離職の問題と 

、あともう一つは保育所の問題。保育園とか、今、何ですか、 

保育園落ちたとか、そういう問題もあるので、そういうのをや 

るので、皆さんよかったらということでチラシを配付させてい 

ただきたいんですけど、よろしくお願いします。 

三澤会長 ほかに委員さんのほうから、何か。大丈夫ですか。それでは、 

ないようでしたら、事務局から何かありますか。山本さん。 

山本主任主事 次回の会議は 3月を予定しております。内容については、 

29 年度の事業計画をご審議していただく予定になりますので、 

よろしくお願いいたします。 

     町では、男女共同参画社会の形成を目指して、神奈川県との 

連携事業として毎年講座を開催しております。昨年度は古瀬正 

也さんを講師にお迎えし、「自分らしいリーダーシップ発見講 

座」をワークショップ形式で開催させていただきました。今年 

度も、1月から 2月にかけて講演会形式で開催したいと考えて 

おります。先ほどもちょっと出ましたが、男女共同参画の実現 

に向けての意識啓発につながるような内容を検討しております 

が、テーマや講師の選定について何かご意見等がございました 

ら、この場でも結構ですのでご意見をいただきたいのですが。 

協働文化推進課長 ちょっと補足します。町のほうでは、男女共同参画 

の意識づけといいますか、また、女性リーダーの育成を目指し 

た講座というのを毎年開催しているんですが、ここ 2年間は 1 

年目に講演会を開催いたしまして、男性も女性も、地域での男 

女共同参画をどう進めていったらいいか、男女共同参画の基本 

的なことを理解していただいて、そのためには皆さんこういう 

ことに取り組んでいきましょうというような、そういう意識づ 

けの講座を 1年目は開催させていただいて、2年目は、そこから 

地域のリーダーになるような人材を育てていく必要が、男女共 

同参画の意識を持っていろいろな分野で活躍していただけるよ 

うな人たちを育てていこうということで、昨年はワークショッ 

プ形式で講座を開催した。事務局としては、そういう形で意識 

づけ、核になるような人を育てるというようなサイクルで何回 

か繰り返すことによって意識が一層広がり、なおかつリーダー 

的な方を育成できたらという形で、男女共同参画の講座の開催 

については取り組んでまいりたいと考えております。今年は 1 

年目、また振り出しに戻って 1年目の意識づけ、男女共同参画 

に対する理解を深めていただいたり、男性、女性、それぞれが、 

自分は何が必要か、何をしたらいいかみたいなところを考えて 

いただく講座を考えているんですけれども、委員の皆様からい 

ただいた今回のご意見の中にも、協議会にぜひ意見を聞いてく 

ださいというようなご意見もあったことですから、例えば「こ 

んな講座がいいんじゃないですか」とか「私、一回こういう先 

生のお話を聞いてすごくよかったので、こんな先生なんかもい 

いんじゃないですか」という、ほんとにざっくばらんな感じで 

ご意見とか情報をいただけたらと思いまして、ちょっとお時間 

をいただいて、委員の皆様からそういったお話があればと思い 

ますので、よろしくお願いいたします。 
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三澤会長 今、提案がありまして、いろんな講座に皆さんご参加された 

こともおありだと思うんですけれども、ぜひ、こういう講師が 

いて、とても魅力的で、寝る間もないぐらいおもしろい講座を 

受けたことがあるよと。ぜひ男女共同参画に、絡めようと思え 

ば幾らでも男女共同参画に絡めることができると思いますの 

で。私なんかも、ワークショップ形式で、あの先生がいいかな 

という方がいらっしゃるんですが、誰か、あの先生がよかった 

とか、あの講座がいいんじゃないかみたいなご提案はありませ 

んか。 

大関委員 誰だというのは別として、女性起業家の人の話を聞くという 

のはとてもすばらしいことだと思うんですね。成功されている、 

中小というよりも、中ぐらいの会社の女性の社長さん。その人 

が相当苦労してそこまで持っていっているはずなので、そうい 

う人の話が聞けたらほんとにいいんじゃないかと思いますけ 

ど。 

三澤会長 そうですよね。何かやってみようかとか、こんなご苦労をさ 

れて、やりながら、もしかしたら家庭も両立しているんだった 

ら、何というか、夢がある話ですよね。どなたかわからないで 

すが、勝手に想像するところによると。今、大関委員のほうか 

らご提案がありましたが、ほかの方でいらっしゃいますか。 

町民部長 いつでも結構ですので、情報がありましたら、ぜひ事務局の 

ほうによろしくお願いいたします。 

三澤会長 電話でもメールでもいいので、こういう講座があったらとい 

うことで、お知らせをいただけると助かるということですね。 

山本主任主事 すいません、あと 2点ほど、こちらの協議会は来年の 3 

月で 2年の任期が終了します。それに伴い、公募委員さんの募 

集を 1月ごろさせていただく予定です。詳しくは広報さむかわ 

の 1月号に掲載予定ですが、公募委員の周知及びどなたかお知 

り合いの方とかをご紹介いただければと思いますので、その節 

は何とぞよろしくお願いいたします。 

 最後に、もう一点、先ほどチラシを机上配付させていただき 

ましたが、藤沢市、茅ヶ崎市、寒川町で組織しております湘南 

広域都市行政協議会の中で、2市 1町の広域連携事業といたしま 

して、男女共同参画特別講演会を開催いたします。お手元にチ 

ラシを配付させていただきましたが、10 月 15 日、太田差惠子さ 

んを講師に迎え、藤沢市の湘南ＮＤビル 6階で開催いたします。 

ご都合がつくようでしたら、ぜひご参加いただきたいと思いま 

すので、その節はどうぞよろしくお願いいたします。参加希望 

の方がいらっしゃいましたら、事務局までご連絡ください。事

務局からは以上です。会長、お願いいたします。 

三澤会長 ありがとうございました。ほんとに介護は突然やってきます 

からね。会社をやめなければいけないということで、いろいろ 

社会問題にもなっております。他人事じゃないなと思います。 

ぜひ皆さんご参加ください。それでは、これで本日の日程を終 

了とする。進行を事務局にお返しします。 

協働文化推進課長 三澤会長、ほんとに長時間の議事進行、ありがとう 

ございました。また、委員の皆様におかれましては、ほんとに 
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長時間にわたりましていろいろなご意見等を賜りましてありが 

とうございました。 

     また、本日の会議資料は、事務局のほうで配慮が足らない部 

分が多々ございまして、非常にわかりにくいものになってしま 

いましたことを改めましておわび申し上げます。この後、9月中 

には委員の皆様に、先ほど申し上げましたとおり報告書の案と 

いう形でお送りさせていただきますので、またお手間をとらせ 

てしまいますが、ぜひその案に対してのご意見、修正案等をお 

寄せいただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

       また、今後も寒川の男女共同参画プランの推進にご協力をお 

願いいたしまして、本日の会議は終了とさせていただきたいと 

思うんですけれども、最後に閉会の言葉を橋本副会長のほうか 

らお願いできたらと思いますので、よろしくお願いいたします。 

橋本副会長 皆様、どうもお疲れさまでした。多数の意見、もうほんと 

に、私もいつもここの会議に来させていただいて、ほんとに私 

は不勉強で、なかなかあれだなといつも思っているんです。 

けれども、自分自身、こういう男女共同参画の審議に参加さ 

せていただいて、私自身ももっともっと自己啓発、それから、 

私なんかが育った時代は、男社会の真っただ中のところに育 

ったものですから、なかなかそこから自分自身も抜け切れな 

くて、でも、やはり男の立場、女の立場、それを考慮した上 

で男女共同できるものが何かないかといつも思うんですけ 

ど、それがなかなか、自分自身はなかなか計画ができないん 

ですけれども、ぜひ寒川町の男女共同参画プラン、よりよい 

発展のためにご協力をお願いいたします。ありがとうござい 

ました。 

三澤会長 ありがとうございました。お疲れさまでした。 
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